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鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

鶴居村は
「日本で最も美しい村」連合に

加盟しています
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　３月８日、第１回鶴居村議会定例会が開かれ、大石村長が令和５年度の村政
執行方針、村上教育長が教育行政執行方針を述べました。
　それぞれの執行方針について概要をお知らせします、なお全文につきまして
は、村ホームページに掲載していますのでご覧ください。

　

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
本
年
５
月
８
日
か
ら
、

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
様
の
「
５
類
感
染
症
」
に
移
行
す
る

方
針
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
３
年
前
の
２
月
28
日
、
北

海
道
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
全
国
初
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
国
民
の
生
活
は
一
変
し
、
そ
の
感
染

力
の
強
さ
や
な
す
す
べ
も
な
く
重
症
化
す
る
未
知

な
る
脅
威
に
お
び
え
な
が
ら
、
感
染
防
止
の
た
め

の
行
動
自
粛
を
強
い
ら
れ
る
環
境
に
置
か
れ
て
き

ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
外
出
の
抑
制
を
は
じ
め
、

保
育
園
や
小
中
学
校
の
休
園
休
校
、
人
々
が
集
う

施
設
の
使
用
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

や
各
種
行
事
も
自
粛
の
措
置
を
優
先
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
に
及
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
影
響
は
、
観
光
業
や
宿
泊
飲
食

業
を
は
じ
め
と
し
た
商
工
業
の
地
域
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
、
さ
ら
に
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

畜
産
業
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
伴
う
飼
料
の
価

格
高
騰
な
ど
が
重
な
り
、
経
営
環
境
が
極
め
て
危

機
的
な
状
況
に
陥
り
、
今
な
お
、
明
る
い
兆
し
は

見
え
ま
せ
ん
。

～
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
情
勢
に
向
け
て
～

鶴居村長　大石　正行

　

コ
ロ
ナ
危
機
に
対
応
す
べ
く
村
と
し
て
は
、
早
期

の
集
団
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
努
め
た
ほ
か
、「
支
え
合

お
う
・
鶴
居
び
と
宣
言
」
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
時
々

の
社
会
情
勢
に
応
じ
て
、「
鶴
居
び
と
応
援
券
」
や

「
燃
料
購
入
券
」
な
ど
の
支
援
、
さ
ら
に
、
牛
乳
消

費
を
支
え
る
「
輝
の
し
ず
く
（
滴
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

牛
乳
引
換
券
」
の
発
行
や
国
産
粗
飼
料
利
用
拡
大
緊

急
酪
農
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
、
民
の

力
を
取
り
入
れ
る
施
策
を
進
め
、
製
造
業
や
宿
泊
業

の
誘
致
の
ほ
か
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
取
り
組
み

を
加
速
し
、
さ
ら
に
美
し
い
村
づ
く
り
を
深
化
さ
せ

る
地
域
や
村
民
主
導
の
組
織
醸
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

私
の
３
期
目
の
村
政
は
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
社
会
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
舵
取
り
で
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
長
く

世
界
を
覆
い
、
人
々
の
生
活
や
経
済
を
一
変
さ
せ
た

社
会
か
ら
、
時
を
取
り
戻
す
新
た
な
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た
経
験
や
教
訓
を
踏
ま
え
、

今
後
に
お
け
る
社
会
変
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

職
員
と
と
も
に
地
域
の
未
来
を
思
い
描
き
、
鶴
居
村

の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
醸
成
に
向
け
て
、
次
の

２
つ
の
基
本
姿
勢
を
も
っ
て
、
任
期
最
終
年
を
迎
え

る
令
和
５
年
度
の
村
政
執
行
に
臨
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
安
心
安
全
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
」

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
相
応
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
し
い
む
ら
づ
く
り
」

　

こ
の
２
つ
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
主
要
と
な
る
施
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策
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
つ
る
い
未
来

創
造
プ
ラ
ン
（
第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
）

基
本
構
想
の
６
つ
の
体
系
に
沿
っ
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力

あ
る
む
ら
づ
く
り

【
農
業
振
興
に
つ
い
て
】

●
自
給
飼
料
の
生
産
性
向
上
を
図
る
道
営
草

地
整
備
事
業
や
草
地
改
良
促
進
事
業
の
実
施

●
草
地
更
新
時
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
作
付
け
圃

場
へ
の
電
牧
設
置
へ
の
支
援
の
た
め
、
自
給

飼
料
等
生
産
性
強
化
緊
急
対
策
事
業
を
実
施

●
農
道
の
強
化
と
し
て
、
道
営
事
業
に
よ
る

久
著
呂
地
区
、
中
幌
呂
地
区
の
農
道
改
良
工

事
等
の
農
業
生
産
基
盤
整
備
を
推
進

●
良
質
な
生
乳
の
生
産
向
上
等
を
図
る
た
め
、

乳
質
改
善
奨
励
事
業
の
実
施

●
家
畜
ふ
ん
尿
の
処
理
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
釧
路
丹
頂

農
業
共
同
組
合
な
ど
と
連
携
し
て
バ
イ
オ
ガ

ス
施
設
の
稼
働
に
向
け
、
施
設
設
備
の
充
実

等
の
取
り
組
み
の
推
進

●
増
加
傾
向
に
あ
る
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
体
制

強
化
の
た
め
、
若
い
世
代
や
意
欲
あ
る
方
の

狩
猟
資
格
取
得
の
奨
励

●
知
識
経
験
者
や
猟
友
会
員
な
ど
と
の
連
携

を
強
め
、
カ
ラ
ス
や
そ
の
他
の
鳥
獣
被
害
対

策
の
実
施

●
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
や
乳
牛
検
定
組

合
な
ど
の
運
営
支
援
の
実
施

●
地
域
集
落
主
体
の
実
行
計
画
に
基
づ
き
、

条
件
不
利
な
農
地
特
性
を
改
善
さ
せ
な
が
ら
、

多
面
的
機
能
の
確
保
や
農
業
生
産
活
動
な
ど

の
支
援

●
酪
楽
館
な
ど
の
施
設
機
能
を
十
分
に
生
か

し
た
製
造
に
努
め
な
が
ら
、
新
た
な
商
品
開

発
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

【
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
】

●
森
林
整
備
計
画
等
に
基
づ
く
、
植
林
や
間

伐
・
下
刈
り
な
ど
の
施
業
を
推
進

●
森
林
環
境
譲
与
税
等
を
活
用
し
民
有
林
の

森
林
施
業
を
支
援

●
林
業
専
用
道
の
整
備
に
取
り
組
み
、
下
久

著
呂
宮
島
線
林
道
の
キ
ラ
コ
タ
ン
岬
入
口
に

隣
接
す
る
造
林
地
内
の
路
網
整
備
を
促
進

●
昨
今
の
利
用
状
況
の
低
迷
や
施
設
等
の
維

持
管
理
の
課
題
な
ど
か
ら
村
民
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
を
休
止
し
、
森
林
公
園
の
機
能
を
活
か

す
利
用
の
促
進

【
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
】

●
商
工
会
の
活
動
支
援
を
は
じ
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
や
意
欲
あ
る
事
業
者

の
起
業
化
な
ど
の
支
援

【
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
】

●
山
村
活
性
化
支
援
事
業
を
活
用
し
、
新
商

品
の
開
発
、
首
都
圏
で
の
物
販
販
売
や
地
域

資
源
を
活
か
し
た
観
光
事
業
の
推
進

●
鶴
居
た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
の
特
産
品
販
売

の
強
化
や
魅
力
の
発
信
に
努
め
、
鶴
居
ど
さ

ん
こ
牧
場
や
鶴
居
運
動
広
場
の
施
設
機
能
の

整
備
、
鶴
居
産
ぶ
ど
う
に
よ
る
ワ
イ
ン
醸
造

の
取
り
組
み

と
も
に
支
え
合
い
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

【
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
「
健
康
つ
る
い
21
」
計
画
に
基
づ
く
各
種

検
診
や
脳
ド
ッ
ク
検
査
な
ど
の
実
施

●
特
定
保
健
指
導
に
よ
る
村
民
の
疾
病
予
防

や
、
早
期
発
見
に
よ
る
健
康
の
維
持
増
進
の

取
り
組
み

【
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
村
立
鶴
居
診
療

所
の
診
療
や
運
営
の
充
実
、
つ
る
い
養
生
邑

病
院
と
の
連
携
や
歯
科
診
療
所
の
経
営
安
定

の
た
め
の
支
援

●
釧
路
圏
域
に
お
け
る
第
２
次
医
療
圏
の
医

療
提
供
体
制
と
連
携
し
、
村
民
の
安
心
安
全

な
医
療
の
確
保

●
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て
、
財
政
調

整
基
金
を
設
置
し
、
保
険
財
政
の
健
全
且
つ

持
続
可
能
な
運
営
に
努
め
、
保
険
税
の
平
準

化
に
向
け
た
段
階
的
な
税
率
等
の
改
正
へ
の

取
り
組
み

【
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
出
産
か
ら
保
育
、
医
療
に
至
る
一
体
的
な

支
援
と
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
に
対
す
る
医

療
費
の
無
料
化
や
出
産
・
就
学
祝
金
の
贈
呈
、

産
前
・
産
後
ケ
ア
や
健
診
な
ど
を
支
援
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
伴
走
型
支

援
の
充
実

●
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
複
合
的
機
能
を
生
か

し
、
保
育
園
や
支
援
施
設
の
運
営
の
充
実

●
食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
し
、

子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
給
食
費
用

の
完
全
無
償
化
を
実
施

【
地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
村
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
拠
点
と
し
、

村
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
交
流
機
会
の
確

保●
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
種
団
体
等
と
連
携

し
て
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
啓

発
や
関
係
団
体
の
育
成
、
要
保
護
世
帯
の
早

期
把
握
や
支
援
の
実
施

●
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
し
、
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
定
期
サ
ロ
ン
開
催
の
支
援

【
介
護
保
険
・
障
が
い
者
福
祉
の 

　

充
実
に
つ
い
て
】

●
介
護
事
業
の
推
進
や
適
正
な
保
険
給
付
、

介
護
予
防
事
業
の
充
実
に
努
め
、
次
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
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定
へ
の
取
り
組
み

●
通
所
介
護
施
設
「
ほ
の
ぼ
の
セ
ン
タ
ー
」

の
大
規
模
修
繕
工
事
の
実
施
、
利
用
者
送
迎

用
車
両
の
更
新

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
村
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、
福
祉
事
業
と
の

包
括
的
な
連
携
を
進
め
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

充
実
を
実
施

●
障
が
い
者
へ
の
必
要
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
、
専
門
的
療
育
の
機
会
確
保
や

発
達
支
援
の
充
実

●
令
和
６
年
度
を
始
期
と
す
る
第
７
期
障
が

い
福
祉
計
画
・
第
３
期
障
が
い
児
福
祉
計
画

の
策
定

安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
む
ら
づ
く
り

【
住
生
活
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
】

●
幌
呂
団
地
公
営
住
宅
、
鶴
居
団
地
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
の
外
装
補
修
工
事
に
よ
り
、
公

営
住
宅
等
の
長
寿
命
化
を
実
施

●
村
内
に
点
在
す
る
空
き
家
対
策
の
指
針
と

な
る
空
き
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
く
対
処
方

法
の
検
討

●
住
宅
地
が
不
足
す
る
鶴
居
市
街
地
域
の
新

た
な
宅
地
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

●
輝
く
住
ま
居
る
支
援
事
業
に
よ
る
持
ち
家

の
推
進
や
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
促
進
、
空

き
家
バ
ン
ク
モ
デ
ル
助
成
事
業
な
ど
に
よ
る

移
住
・
定
住
を
促
進

【
道
路
網
の
整
備
、
交
通
機
関
の 

　

確
保
に
つ
い
て
】

●
村
道
５
路
線
の
舗
装
補
修
工
事
、
鶴
居
市

街
１
条
通
の
新
設
工
事
や
、
中
雪
裡
下
久
著

呂
線
の
第
二
工
区
な
ど
３
路
線
の
改
良
工
事

を
実
施

●
橋
り
ょ
う
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
村
道
久
著
呂
原
野
線
宮
城
橋
の
補
修
工

事
や
橋
り
ょ
う
点
検
の
実
施

●
地
域
住
民
の
生
活
環
境
や
道
路
の
安
全
性

な
ど
を
確
保
す
る
た
め
、
私
道
の
確
保
に
向

け
た
対
策
の
検
討

●
国
道
や
道
道
の
路
面
補
修
な
ど
の
道
路
管

理
や
道
河
川
の
護
岸
改
修
、
堆
積
土
砂
の
除

去
、
今
後
予
定
さ
れ
る
道
道
釧
路
鶴
居
弟
子

屈
線
北
斗
坂
の
道
路
改
良
の
早
期
着
手
の
要

請●
民
間
バ
ス
に
よ
る
釧
路
・
鶴
居
線
な
ど
の

路
線
維
持
や
高
校
通
学
バ
ス
の
運
行
の
推
進

●
幌
呂
線
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
地
元
利
用
者

の
視
点
に
立
っ
た
運
行
の
実
施

【
防
災
及
び
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
】

●
地
域
防
災
計
画
や
避
難
計
画
な
ど
の
検
証

と
見
直
し
の
実
施
、
強
靭
化
計
画
等
に
基
づ

い
た
災
害
用
備
蓄
品
の
計
画
的
な
購
入
や
防

災
体
制
の
充
実

●
長
期
停
電
時
に
お
け
る
行
政
機
能
の
確
保

や
避
難
所
の
運
営
の
た
め
、
防
災
訓
練
の
実

施
や
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み
、
災
害
の
規

模
や
状
況
に
応
じ
た
避
難
施
設
の
適
正
な
配

置
等
を
検
討

●
釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
に
お
け
る
出
動

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
３
町
村
で
共
同

運
用
す
る
１
１
９
番
通
報
シ
ス
テ
ム
の
機
能

拡
張
や
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
の
統
合
に
向
け

た
整
備
の
実
施

●
消
防
隊
員
の
安
全
や
活
動
性
能
を
高
め
る

た
め
、
防
火
衣
の
更
新
、
下
幌
呂
消
防
部
詰

所
の
サ
イ
レ
ン
塔
に
懸
垂
幕
の
掲
揚
装
置
を

設
置
し
、
防
災
の
啓
発
、
村
の
情
報
な
ど
の

発
信

●
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
）
の
運
航
な
ど
と
連
携
し
、
救
命
医
療

の
充
実

●
釧
路
警
察
署
や
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議

会
等
と
連
携
し
、
村
民
全
員
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
努
め
、
交
通
安
全
運
動
を
推
進

●
自
転
車
利
用
者
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
警
察
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ
る
安
全
運

転
の
推
進

【
情
報
通
信
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
光
フ
ァ
イ
バ
ー
高
速
通
信
網
や
公
共
施
設

に
設
置
す
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
適
切
な
管

理
に
努
め
、
情
報
通
信
環
境
の
充
実

●
行
政
情
報
や
災
害
時
の
有
効
な
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
Ｉ
Ｐ
端
末
告
知
放
送
の
運
用
に

努
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
情
報
配
信
に

よ
る
利
用
拡
大
や
有
効
活
用
の
取
り
組
み

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
啓
発
に
努

め
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら

住
民
票
等
を
自
動
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供豊

か
な
自
然
と
共
生
す
る
美

し
い
む
ら
づ
く
り

【
自
然
環
境
の
保
全
と
景
観
形
成
に 

　

つ
い
て
】

●
国
に
よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
の
分
散
化

に
向
け
た
協
議
が
進
む
中
、
村
民
総
意
の
も

と
で
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
居
モ
デ
ル
」
の
考
え

方
を
基
本
に
し
た
、
具
体
的
な
活
動
の
推
進

●
地
域
全
体
の
特
性
を
生
か
し
た
景
観
づ
く

り
に
向
け
、
村
民
と
協
働
し
景
観
計
画
の
策

定
や
景
観
条
例
を
制
定

●
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
や
加
盟

村
と
の
連
携
を
深
め
、
村
内
各
関
係
団
体
等

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
美
し
い
村
づ
く
り
推
進

協
議
会
と
連
携
し
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
推

進【
上
水
道
・
生
活
排
水
処
理
の
対
応 

　

に
つ
い
て
】

●
安
心
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
、

幌
呂
地
区
の
水
量
の
安
定
の
た
め
上
幌
呂
浄

水
場
に
新
た
な
配
水
池
の
整
備
を
実
施

●
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
２

か
年
で
段
階
的
な
使
用
料
金
に
改
定
す
る
と

と
も
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
支
援
等

に
よ
る
生
活
環
境
の
充
実

●
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
公
営
企
業

令和５年４月号　４



会
計
へ
の
移
行
に
向
け
、
事
務
の
推
進

●
村
民
啓
発
に
よ
る
排
出
抑
制
や
減
量
化
、

再
資
源
化
に
ご
み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
の
実
施

●
釧
路
広
域
連
合
に
よ
る
広
域
処
理
で
対
応

す
る
と
と
も
に
、
今
年
完
成
予
定
の
釧
路
広

域
連
合
清
掃
工
場
の
基
幹
的
設
備
の
更
新
に

応
分
の
負
担

●
釧
路
市
な
ど
広
域
的
な
連
携
の
も
と
で
使

用
済
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
生
す
る
水
平
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
推
進

●
し
尿
処
理
世
帯
の
減
少
に
伴
う
今
後
の
収

集
や
利
用
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

豊
か
な
人
間
性
を
育
む 

む
ら
づ
く
り

【
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
村
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
施
設
を
拠
点

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
村
民
の
健
康
や
体

力
の
増
進
、
適
切
な
施
設
の
管
理
を
実
施

●
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
、
自

然
体
験
や
環
境
学
習
等
の
創
意
工
夫
し
た
学

習
機
会
の
確
保

●
村
営
軌
道
車
両
の
展
示
保
存
や
活
用
、
複

合
的
な
機
能
を
確
保
す
る
施
設
整
備
の
検
討

【
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
総
合
教
育
会
議
な
ど
に
お
け
る
情
報
共
有

や
教
育
委
員
会
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

村
内
小
中
学
校
の
運
営
や
施
設
管
理
を
支
援

●
老
朽
化
が
進
む
鶴
居
中
学
校
校
舎
や
屋
内

体
育
館
の
長
寿
命
化
や
施
設
周
辺
の
整
備
充

実
を
図
る
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施

●
児
童
生
徒
の
食
を
通
じ
て
成
長
を
促
す
と

と
も
に
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
目
的
に

学
校
給
食
費
用
の
完
全
無
償
化
を
実
施

●
教
育
環
境
の
充
実
や
学
校
の
配
置
に
つ
い

て
、
地
域
や
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
、
本

村
の
教
育
が
地
域
や
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
、
最
適
な
教
育
環
境
の
実
現

み
ん
な
で
歩
む
協
働
の 

む
ら
づ
く
り

【
地
域
づ
く
り
・
地
域
間
交
流
の 

　

推
進
に
つ
い
て
】

●
男
女
平
等
参
画
の
視
点
か
ら
女
性
活
動
を

支
援
し
、
活
躍
の
場
の
確
保
に
向
け
た
議
論

の
推
進

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
配
置
し
、
地
域

や
関
係
団
体
が
抱
え
る
課
題
を
把
握
し
な
が

ら
、
㈱
む
ら
づ
く
り
鶴
居
等
と
の
連
携
に
よ

る
む
ら
づ
く
り
の
推
進

●
都
市
部
等
か
ら
の
人
の
流
れ
や
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
持
続
可
能
な
地
域
活
性
化
を
目
指

す
た
め
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
議
論
の
推

進●
幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
併
設
す

る
乳
製
品
等
の
加
工
体
験
室
を
供
用
開
始
し
、

チ
ー
ズ
等
の
製
造
を
通
じ
た
村
民
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
利
用
者
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
利
用
の
促
進

●
本
村
出
身
者
等
で
組
織
す
る
釧
路
鶴
居
会

や
本
州
在
住
鶴
居
会
、
札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居

会
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
活
動
を
支
援

【
広
報
、広
聴
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

●
村
政
懇
談
会
や
各
種
団
体
、
村
民
な
ど
か

ら
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
取
し
、
村
広
報
誌
の

充
実
や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
な
ど
、
行
政
情
報
等
の
迅
速

な
提
供
の
実
施

【
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
国
や
北
海
道
、
釧
路
町
村
会
等
と
十
分
な

連
携
を
図
り
、
多
様
化
し
た
行
政
事
務
や
村

民
要
望
等
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
研
修
や

組
織
体
制
の
充
実
、
関
係
機
関
や
企
業
と
の

連
携
に
よ
る
人
事
交
流
な
ど
、
組
織
力
の
向

上
や
職
員
の
育
成
確
保
の
実
施

●
総
合
セ
ン
タ
ー
の
利
用
形
態
の
多
様
化
や
、

設
備
の
老
朽
化
等
に
対
応
す
る
施
設
機
能
の

改
善
に
向
け
た
調
査
を
推
進

●
各
公
共
施
設
等
の
管
理
は
、
光
熱
費
や
資

材
の
高
騰
な
ど
に
配
慮
し
て
節
電
や
節
減
に

取
り
組
み
、
効
果
的
且
つ
効
率
的
な
施
設
管

理
を
実
施

●
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
経
営
意
識
を
高
め

た
事
務
事
業
の
執
行
や
村
税
を
は
じ
め
、
収

入
の
的
確
な
確
保
や
既
存
事
業
の
検
証
な
ど

を
進
め
、
財
政
基
盤
を
維
持
、
過
疎
対
策
事

業
債
な
ど
、
施
策
の
実
施
に
有
利
な
財
源
を

活
用

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

に
基
づ
く
適
切
な
運
用
を
図
り
な
が
ら
、
地

元
事
業
者
等
と
連
携
し
て
寄
附
者
の
善
意
に

感
謝
す
る
返
礼
品
の
充
実
や
商
品
提
供
等
に

取
り
組
み
、
納
税
額
の
拡
大
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
拡
充
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
鶴
居
フ
ァ
ン
の

獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
対
峙
し
た
時
間
が
３
年
を
超
え
、
さ
ら
に

国
内
外
の
厳
し
い
経
済
環
境
が
加
わ
っ
て
、

村
民
の
暮
ら
し
や
地
域
は
大
き
く
疲
弊
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
る
決
意
と
覚
悟
を
持
っ
て
、
村
民
誰
も
が

願
う
地
域
の
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
昨
年
の
夏
以
降
、
イ
ベ
ン
ト
や
催

し
な
ど
に
集
う
世
代
を
超
え
た
村
民
皆
さ
ん

の
微
笑
む
姿
や
談
笑
す
る
光
景
な
ど
を
垣
間

見
て
、
忘
れ
か
け
て
い
た
地
域
間
の
交
流
に

心
が
和
む
思
い
で
し
た
。

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
互
い
の
信
頼

を
生
み
人
生
を
豊
か
に
す
る
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
連
帯
感
と
優
し
さ

を
作
る
も
の
で
す
。

　

私
に
与
え
ら
れ
た
任
期
の
最
終
年
度
を
迎

え
、
あ
ら
た
め
て
、
先
人
、
先
達
の
時
代
か

ら
脈
々
と
続
く
地
域
の
日
常
の
風
景
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
村
民
皆
さ
ん
の
心
に
寄
り
添

い
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促

す
鶴
居
村
の
郷
土
づ
く
り
に
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令和５年度
村政執行方針・教育行政執行方針
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、

社
会
全
体
で
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

国
際
情
勢
の
不
安
定
さ
な
ど
と
相
ま
っ
て
、

私
た
ち
の
社
会
は
一
段
と
先
を
見
通
す
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脱
炭

素
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
大
き
な
社
会

変
革
の
動
き
も
本
格
化
し
て
お
り
、
ま
さ
に

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
供
た
ち
が
持
続
可
能
な

地
域
の
創
り
手
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
、
幸
福
な
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
教
育
の
果
た
す

役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る

中
で
、
社
会
教
育
に
は
、
誰
も
が
生
涯
に
わ

た
り
必
要
な
学
習
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
生

か
す
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
教
育
行
政
の
執

行
に
臨
む
基
本
姿
勢
を
２
点
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
鶴
居
村
総
合
計
画
に
掲
げ
る

「
鶴
居
村
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
豊
か
な

人
間
性
を
備
え
た
『
鶴
居
び
と
』」
を
育
て

る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
て
、
教
育
行
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
学

び
の
質
の
向
上
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

踏
ま
え
て
感
染
症
を
乗
り
越
え
、
子
供
た
ち

の
基
礎
学
力
を
保
障
し
て
そ
の
才
能
を
十
分

に
伸
ば
し
、
社
会
性
や
主
体
性
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
、

そ
う
し
た
学
校
の
取
組
を
後
押
し
し
て
い
き

ま
す
。

社
会
で
活
き
る
力
の
育
成

　

教
科
等
の
特
質
や
児
童
生
徒
の
実
情
を
踏

ま
え
な
が
ら
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協

働
的
な
学
び
」
を
一
体
的
に
充
実
し
、
学
習

指
導
要
領
の
も
と
で
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
一

層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
心
の
育
成

【
主
な
施
策
】

●
多
様
な
価
値
観
に
接
す
る
中
で
自
他
の
違

い
を
認
め
合
え
る
人
間
力
の
育
成
を
目
指
し
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
「
豊
か
な

心
の
育
成
」
へ
の
取
り
組
み

●
学
校
が
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
を

的
確
に
把
握
し
、
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
生

徒
指
導
・
教
育
相
談
体
制
の
充
実

確
か
な
学
力
の
定
着

【
主
な
施
策
】

●
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
に
向
け
た
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
を
図

り
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
状
況
や
学
力
の
定

着
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教
科
指
導
等
の

充
実
・
改
善

●
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学

び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
教
科
指
導
等
に
お

け
る
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
の
推
進
、「
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
実
証
事
業
」
に
参
加
す
る
形
で
、
村

内
５
校
の
英
語
の
授
業
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
使
用

●
道
教
委
の
事
業
を
活
用
し
、
中
学
校
の
教

師
に
よ
る
小
学
校
３
校
の
高
学
年
の
理
科
と

１
校
の
高
学
年
の
体
育
を
教
科
担
任
制
で
実

施
し
、
教
科
指
導
の
専
門
性
向
上
と
小
学
校

と
中
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
を
実
現

健
や
か
な
体
の
育
成

【
主
な
施
策
】

●
運
動
の
楽
し
さ
や
健
康
の
保
持
、
体
力
の

向
上
な
ど
「
健
や
か
な
体
の
育
成
」
へ
の
取

り
組
み

●
鶴
居
村
教
育
研
究
所
と
連
携
し
て
、
体
育

の
授
業
改
善
や
体
力
向
上
の
取
組
を
推
進

特
別
支
援
教
育
の
充
実

【
主
な
施
策
】

●
児
童
生
徒
の
障
が
い
に
応
じ
た
特
別
支
援

学
級
の
設
置
や
必
要
な
支
援
員
の
配
置
を
は

じ
め
、
教
材
・
教
具
の
確
保
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
な
ど
を
推
進

●
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
の
特
性
や
状
況

を
詳
細
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
学
校
全
体
で

指
導
し
て
い
く
た
め
の
体
制
づ
く
り
の
支
援

●
「
特
別
支
援
学
校
等
就
学
支
援
事
業
」
に

よ
り
、
村
外
の
特
別
支
援
学
校
の
小
中
学
部

に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
学
び
を
支
援

読
書
活
動
の
推
進

【
主
な
施
策
】

●
図
書
館
司
書
に
よ
る
本
の
選
定
や
各
図
書

館
の
蔵
書
の
効
果
的
・
合
理
的
な
整
備
を
進

め
、「
読
書
活
動
の
推
進
」
へ
の
取
り
組
み

●
「
学
校
図
書
館
図
書
整
備
等
５
か
年
計
画
」

に
沿
っ
て
、
学
校
図
書
館
の
図
書
標
準
の
達

成
、
計
画
的
な
図
書
の
更
新
な
ど
が
図
ら
れ

る
よ
う
必
要
な
取
組
の
推
進

主
権
者
教
育
の
充
実

【
主
な
施
策
】

●
中
学
生
模
擬
議
会
を
実
施
し
、
主
権
者
教

育
の
充
実
へ
の
取
り
組
み

●
学
校
図
書
館
に
新
聞
を
新
た
に
複
数
紙
配

備
し
、
児
童
生
徒
が
日
常
的
に
新
聞
を
読
む

機
会
を
充
実
さ
せ
、
児
童
生
徒
の
社
会
へ
の

関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進

教
育
環
境
の
整
備

【
主
な
施
策
】

●
老
朽
化
が
進
む
鶴
居
中
学
校
の
校
舎
の
大

規
模
改
修
工
事
を
実
施

●
教
職
員
住
宅
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

村
内
各
校
に
勤
務
す
る
教
職
員
の
働
く
環
境

の
向
上
を
促
進

●
幌
呂
小
学
校
と
幌
呂
中
学
校
の
今
後
の
学

校
の
在
り
方
の
方
向
性
を
検
討
、
及
び
対
応
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ふ
る
さ
と
・
鶴
居
へ
の
誇
り

と
愛
着
の
醸
成

　

鶴
居
村
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
豊
か
な

人
間
性
を
備
え
た
「
鶴
居
び
と
」
を
育
て
る

た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
学
習
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
産
業
を
理
解
し
、

望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

【
主
な
施
策
】

●
小
学
生
用
の
補
助
教
材
「
郷
土
読
本
つ
る

い
」
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

●
学
校
給
食
で
地
場
産
物
を
積
極
的
に
活
用

し
、
地
域
理
解
を
促
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
給

食
」
を
継
続
実
施

●
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
学
校
段
階

を
越
え
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
・
職

業
的
自
立
に
向
け
た
能
力
の
育
成
を
実
施

●
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
や
共
生
の
在
り
方
を
示

す
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
居
モ
デ
ル
」
の
実
現
に

向
け
、
国
や
北
海
道
と
の
連
携
の
も
と
、
支

援
の
実
施

●
旧
鶴
居
村
営
軌
道
に
つ
い
て
、
貴
重
な
文

化
遺
産
と
し
て
の
保
存
や
活
用
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

地
域
に
立
脚
し
た
学
校
づ
く

り
の
推
進

　

学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
教
職
員
間
、
学
校
間
、
学
校
と
地
域
の

連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制

度
」
や
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を
効

果
的
に
推
進
し
、
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の

成
長
を
支
え
て
い
く
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
道
教
委
の
事
業
を
活
用
し
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
鶴
居
中
学
校
を
中
核
校
と
し

て
村
内
５
校
が
相
互
に
連
携
し
て
、
学
習
指

導
の
充
実
や
働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
の
包

括
的
な
学
校
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
引

き
続
き
、
小
中
連
携
や
学
校
間
連
携
を
推
進

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は
、
校
務
・
教
務
の
効
率
化
を
進
め

る
た
め
各
校
に
導
入
し
た
「
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
」
の
本
格
運
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ

る
支
援
の
ほ
か
、
各
校
の
事
務
職
員
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、
教
員
が
本
来
担

う
べ
き
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
学
校
全

体
の
業
務
分
担
の
見
直
し
や
効
率
化
を
進
め

ま
す
。
加
え
て
、
学
校
事
務
の
一
層
の
効
率

化
と
学
校
間
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
学

校
事
務
の
共
同
実
施
に
向
け
た
研
究
を
進
め

ま
す
。

生
き
が
い
を
創
造
す
る
生
涯

学
習
の
推
進

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
，村
民
の
皆

様
が
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
そ
の
成
果
を
生

か
せ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
村
内
関
係
団
体
と
連
携
し
、
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
と
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
促
進
し
ま

す
。

女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体
へ
の
支
援

【
主
な
施
策
】

●
鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
各
種
事

業
を
積
極
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
支
援
・

協
力
し
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
生
か
し

つ
つ
、
人
々
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
女
性
の

交
流
の
機
会
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
連
携

の
実
施

●
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
講
座
の
在
り
方

を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
、
安
心
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
寿
大
学
の
支
援

青
少
年
健
全
育
成

【
主
な
施
策
】

●
「
わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

な
ど
、
子
供
た
ち
の
自
主
性
や
創
造
性
を
大

切
に
し
た
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
取
り
組
み

●
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
優
れ
た
成
績
を

あ
げ
た
青
少
年
へ
の
表
彰
事
業
の
、
継
続
実

施●
「
鶴
居
学
び
の
広
場
」
事
業
を
通
し
て
、

村
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
、
教
育
委
員

会
主
催
の
「
生
涯
学
習
講
座
」
に
よ
り
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供

●
「
ふ
る
さ
と
創
生
中
学
生
派
遣
交
流
事
業
」

と
し
て
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
す
る
赤
井
川
村
と
の
交
流
を
実
施

●
兵
庫
県
市
川
町
と
の
交
流
と
し
て
、
市
川

町
立
鶴
居
小
学
校
と
本
村
鶴
居
小
学
校
と
の

間
で
、
花
の
種
の
交
換
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

授
業
交
流
の
取
り
組
み
を
継
続

心
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
も
た

ら
す
文
化
活
動
の
機
会
の
確

保
・
充
実

　

本
村
の
芸
術
文
化
活
動
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
鶴
居
村
文
化
協
会
が
文
化
祭
を
は
じ

め
と
し
た
多
彩
な
活
動
を
充
実
で
き
る
よ
う

協
力
・
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
館
が
本
村
の
生
涯
学
習
の
中

核
的
役
割
を
果
た
す
た
め
、
図
書
館
機
能
の

充
実
に
取
り
組
み
、「
図
書
館
祭
り
」
な
ど

の
機
会
を
通
し
て
、
文
化
・
芸
術
の
情
報
提

供
を
進
め
る
と
と
も
に
、
作
品
の
展
示
な
ど

を
通
し
て
、
村
民
の
身
近
な
芸
術
鑑
賞
の
機

会
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

心
身
の
健
康
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
機
会
の
確
保
・
充
実

　

心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
、
明
る
く
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
う
え
で
、
ス

ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
様

々
な
機
会
や
場
所
に
お
い
て
、
自
主
的
に
自

身
の
適
性
や
健
康
状
態
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

【
主
な
施
策
】

●
種
目
別
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
「
鶴
居
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
関
係
団
体
や
指
導

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催

●
村
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
施
設
フ
ァ
ミ

ス
ポ
・
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
と

連
携
し
て
改
善
に
努
め
、
村
民
や
来
村
者
に

安
心
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取

り
組
み
の
実
施

部
活
動
の
地
域
移
行

【
主
な
施
策
】

　

子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動

の
機
会
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、
学
校

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る
考
え
か
ら
、

将
来
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に
向
け

た
準
備
の
推
進

●
鶴
居
中
学
校
の
陸
上
部
と
吹
奏
楽
部
に
部

活
動
指
導
員
制
度
を
導
入
し
、
専
門
的
な
技

術
指
導
に
当
た
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に
向
け
た
課
題
の

洗
い
出
し
な
ど
の
実
施

●
鶴
居
村
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化

活
動
の
機
会
を
充
実
す
る
た
め
、
専
門
性
の

高
い
指
導
者
の
確
保
を
含
め
、
本
村
に
お
け

る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

　
　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
の
推

進
に
つ
い
て
、
主
要
な
施
策
を
中
心
に
具
体

の
取
組
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
・
鶴
居
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
人

間
性
豊
か
な
「
鶴
居
び
と
」
を
育
成
し
、
地

域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
教
育
委
員

会
の
使
命
と
と
ら
え
、
教
育
委
員
会
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

令和５年度
村政執行方針・教育行政執行方針

７　令和５年４月号



投票のできる人

北 海 道 知 事 選 挙
北海道議会議員選挙

平成17年４月10日までに生まれた方で、令和４年12月30日まで
に鶴居村に住民登録され、引き続き鶴居村にお住まいの方

鶴居村議会議員選挙 平成17年４月24日までに生まれた方で、令和４年１月17日まで
に鶴居村に住民登録され、引き続き鶴居村にお住まいの方

選挙当日に投票できない場合は、事前に投票できます（期日前投票）

　投票日にお仕事や旅行、レジャーなどで投票できない場合は、期日前投票として次のと
おり投票することができます。手続きは簡単です、投票入場券をお持ちください。

選挙の種類 期日前投票所
（不在者投票所） 投票期間 時　　間

北 海 道 知 事 選 挙

鶴居村総合センター
第１研修室

３月24日（金）から
４月８日（土）まで

８時30分から
20時00分まで北海道議会議員選挙 ４月１日（土）から

４月８日（土）まで

鶴居村議会議員選挙 ４月19日（水）から
４月22日（土）まで

　※村内のいずれの投票区にお住まいの方でも、こちらで投票ができます。

鶴居村内に不在の方の投票の方法

　選挙の直前にお引越しをされる方や、指定病院等に入院されている方などは、不在者投
票制度を活用できる場合があります。この制度では、転出先の選挙管理委員会や入院等さ
れている施設内で投票を行うことができます。
　詳しくは、鶴居村選挙管理委員会事務局（℡６４－２１１１）までお問い合わせください。

開票について

選挙の種類 場　所 開票日 時　間

北 海 道 知 事 選 挙
北海道議会議員選挙 鶴居村総合センター ４月９日（日） 21時00分から

鶴居村議会議員選挙 鶴居村総合センター ４月23日（日） 21時00分から

お問い合わせ

鶴居村選挙管理委員会事務局
　〒085－1203
　阿寒郡鶴居村鶴居西１丁目１番地　鶴居村役場総務課内
　　電　話　０１５４－６４－２１１１
　　ＦＡＸ　０１５４－６４－２５７７

令和５年４月号　８



第20回統一地方選挙が行われます
　４月９日（日）に北海道知事及び北海道議会議員選挙が、４月23日（日）に鶴居村議会
議員選挙がそれぞれ行われます。告示日、投票日は、次のとおり予定されています。
　統一地方選挙は、住み良い地域づくりのために身近な私たちの代表を決める選挙です。
あなたの一票が未来を創ります。忘れずに投票に行きましょう

選挙の種類 告　示　日 投　票　日

北 海 道 知 事 ３月２３日（木）
４月 ９日（日）

北 海 道 議 会 議 員 ３月３１日（金）

鶴 居 村 議 会 議 員 ４月１８日（火） ４月２３日（日）

　投票は、期日前投票・不在者投票を除き、決められた投票所で行うことになっています。
告示日以降に郵送で配布される「投票所入場券」に、あなたの投票できる投票所名が記載
されていますので、事前にお確かめください。

投票区域及び投票所等一覧表

投票区 投票所の施設名 投票区の対象地域 投票所の開閉時間

第１投票区 鶴 居 村 総 合 セ ン タ ー 鶴居市街　中雪裡
中久著呂　下雪裡

午前７時00分から
午後８時00分まで

第２投票区 下幌呂コミュニティセンター 下幌呂
午前７時00分から
午後７時00分まで第３投票区 幌 呂 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

幌呂市街　中幌呂
中幌呂下　支幌呂
茂幌呂

第４投票区 上幌呂コミュニティセンター 上幌呂　新幌呂

午前７時00分から
午後５時00分まで

第５投票区 茂雪裡コミュニティセンター 茂雪裡

第６投票区 支雪裡コミュニティセンター 支雪裡

第７投票区 下久著呂コミュニティセンター 下久著呂

※　今回の統一地方選挙から下雪裡地区（投票所　下雪裡コミュニティセンター）が第１
投票区（投票所　鶴居村綜合センター）に統合されていますので、下雪裡地区にお住ま
いの方は、ご注意願います。

　　なお、投票区変更に伴う経過措置として、下雪裡地区にお住まいの方で、やむを得な
い事情により投票日当日に投票所に来ることができない方につきましては、送迎の対応
をいたしますので、事前に鶴居村選挙管理委員会事務局（℡６４－２１１１）まで連絡いた
だきますよう、お願いします。

９　令和５年４月号



　

村
内
の
各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
卒
業
式
が
執
り
行
わ
れ
、
今
年
度
の
卒
業
式
で
は
小
学
生
が
18
名
、
中
学
生
が
35

名
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
保
護
者
や
在
校
生
、
先
生
方
に
見
守
ら
れ
る
中
新
た
な
旅
立
ち
を
迎
え
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
胸
に
、
時
に
涙
ぐ
む
様
子
も

見
せ
な
が
ら
も
背
筋
を
伸
ば
し
堂
々
と
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
内
小
・
中
学
校
卒
業
式
（
３
月
15
日
【
中
学
校
】、
17
日
【
小
学
校
】）

令和５年４月号　10

鶴
居
小
学
校

幌
呂
小
学
校

下
幌
呂
小
学
校

鶴
居
中
学
校

幌
呂
中
学
校



下幌呂下の句かるた同好会表敬訪問

　

下
幌
呂
下
の
句
か
る
た
同
好
会
の
中

学
生
の
部
２
チ
ー
ム
（
原
野
の
飛
躍
、

原
野
の
剣
）
に
所
属
し
て
い
る
下
幌
呂

小
学
校
２
名
、
鶴
居
中
学
校
５
名
の
合

計
７
名
が
、
２
月
19
日
に
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
る
「
第
24
回
北
海
道
子
ど
も
か

る
た
大
会
」
出
場
に
あ
た
り
、
役
場
を

訪
問
し
、
大
石
村
長
か
ら
の
激
励
の
言

葉
、
選
手
一
人
ひ
と
り
の
大
会
に
向
け

て
の
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

７
名
は
、
１
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

令
和
４
年
度
第
17
回
釧
路
管
内
少
年
少

女
下
の
句
か
る
た
選
手
権
大
会
で
、
中

学
生
の
部
で
１
位
（
原
野
の
飛
躍
）・

２
位
（
原
野
の
剣
）
と
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。
大
会
の
結
果
は
、
３

位
（
原
野
の
飛
躍
）・
４
位
（
原
野
の

剣
）
と
全
道
か
ら
勝
ち
抜
い
た
実
力
者

が
集
う
中
で
も
勝
利
を
信
じ
て
最
後
ま

で
奮
闘
し
ま
し
た
。

卒業式での様子

幌呂地区で防災訓練

　

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
、
幌
呂
地
区
の
村
民

を
中
心
に
参
加
者
が
集
ま
り
、
改
善
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
倉
庫
の

見
学
や
備
蓄
品
の
確
認
、
災
害
発
生
時

に
避
難
所
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
に
備
え
て
、
防
災
資
器
材
で
あ
る

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
や
仕
切
り
テ
ン
ト
の

組
み
立
て
方
、
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
の

使
い
方
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
非
常
用
食
料
と
し
て
、
複
数

年
保
存
の
出
来
る
米
や
パ
ン
の
食
料
、

水
を
紹
介
し
、
災
害
に
備
え
自
宅
に
備

蓄
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
も
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

11　令和５年４月号

下幌呂小学校

幌呂中学校

鶴居小学校 幌呂小学校

鶴居中学校



　

こ
の
度
、
鶴
居
診
療
所
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
八
木
啓
一
で
す
。

　

大
阪
府
出
身
で
す
が
、
医
師
と
な
っ
て
か
ら
は
医
局
人
事
に
よ
り
全
国
各
地
で
勤
務

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
経
歴
の
大
部
分
は
救
急
医
療
で
し
た
。
若
く
て
元
気
な
頃

は
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
う
な
三
次
救
急
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
退
職
後
は
老
人
施
設
専
門
の
訪
問
診
療
を
経
験
し
、
最
近
は
内
科
・
脳
外
科
・
老
年

科
を
標
榜
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
勤
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
い
つ
か
は
自
然
豊
か
な

環
境
で
暮
ら
し
た
い
と
の
想
い
を
募
ら
せ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
か
つ
て
一
緒
に
働
い
た

養
生
邑
病
院
長
の
浦
先
生
か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
元
の
方
々
の
健
康
管
理
に
精
一
杯
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
村
立
鶴
居
診
療
所
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
村
の
診
療
所
で
す
の
で
、
外

傷
の
処
置
、
救
命
・
救
急
処
置
、
腰
痛
や
関
節
痛
な
ど
の
整
形
外
科
的
治
療
、
子
供
の

診
療
が
必
要
で
す
し
、
24
時
間
診
療
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
満
足

の
い
く
対
応
が
難
し
く
力
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。

　

代
わ
り
に
来
て
く
だ
さ
る
い
い
先
生
が
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
短
い
間
で
し
た
が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

別
件
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
皆
様
に
お
礼
を
。
こ
れ
ま
で
２
０
１
４
年
か

ら
毎
年
夏
に
鶴
居
リ
ン
パ
腫
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
研
究
会
を
鶴
居
村
で
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
こ
こ
３
年
半
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く

今
回
再
開
で
き
ま
し
た
が
、
ど
う
に
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
今
回
が
最
終
回
に
な

り
ま
し
た
。
最
終
回
は
私
が
世
界
で
最
も
美
し
い
冬
と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
道
東
の
冬

を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
初
め
て
冬
に
開
催
し
ま
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
見
学
、
阿
寒
湖

の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流
氷
見
学
で
す
。
幸
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
最

高
の
会
に
な
り
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
イ
エ
ー
ル
大
学
な
ど
の

世
界
的
に
有
名
な
教
授
の
講
演
が
あ
り
、
し
か
も
彼
ら
の
な
か
に
は
２
日
目
か
ら
の
バ

ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
最
近
の
学
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
が
多
く
、
若
手
医
師
の
な
か
に
は
久
し
ぶ
り
に
直
接
議
論
が
出
来

た
、
久
し
ぶ
り
に
高
名
な
人
と
親
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
喜
ん
で
い
る
人
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
夏
の
研
究
会
で
は
、
カ
ヌ
ー
、
ラ
フ
テ
イ
ン
グ
、
釣
り
、
乗
馬
、
ゴ
ル

フ
、
チ
ー
ズ
作
り
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
は
村
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
な
い
と
実
行
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て

村
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

八木啓一所長　経歴

鳥取大学医学部　卒業

大阪大学医学部附属病院特殊救急部　入局

阪和記念病院脳神経外科　勤務

愛知県厚生連・海南病院外科　勤務

セントルイス大学麻酔科（米国）　勤務

兵庫県立西宮病院救急医療センター医長

防衛医科大学校病院救急部（埼玉県所沢市）

講師

大阪府立泉州救命救急センター副所長

青梅市立総合病院救命救急センター長

鳥取大学医学部救急災害医学教授

　・附属病院救命救急センター長

横浜市立みなと赤十字病院

救命救急センター長・院長補佐

つばさ総合診療所（埼玉県入間市）勤務

しんまち総合クリニック（東京都青梅市）

院長

八
木
啓
一
所
長

就
任
の
ご
挨
拶

押
味
和
夫
所
長

退
任
の
ご
挨
拶

鶴
居
診
療
所

鶴
居
診
療
所

●診療所からのお知らせ

令和５年４月号　令和５年４月号　1212
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「乳製品加工体験室」が完成しました！！「乳製品加工体験室」が完成しました！！
～「幌呂農村環境改善センター」併設施設～～「幌呂農村環境改善センター」併設施設～

1500 1000

200025001500

6000 4000

5

t

D

EM-AE0.9-2C
WP

EM-HP1.2-3C

付近見取図（幌呂市街）

　昨年から建設工事を進めてきた、乳製品加工体験室（幌呂農村環境改善
センターと渡り廊下で併設）が完成し、４月１日から供用を開始します。 
　本施設は、チーズ等の乳製品の製作を通じた生きがいづくりや利用者同
士の交流の促進を目的として整備したものです。 
　チーズ等の製造を愛好する村民の皆さんを中心に、是非、気軽にご利用
ください。

施設の利用について
○利用料金　１回当り500円（減免規定適用後）

　村内の個人及び団体が営利を目的とせず利用する場合は、減免規定が
適用され、1回当り500円で利用可能です。 
　なお、上記に当てはまらない場合は減免規定が適用されず、夏期
1,060円､冬期1,600円（１時間当たり）の使用料が発生します。

○利用申込　事前の申込が必要。
　「幌呂農村環境改善センター使用申請書」を役場、幌呂郵便局、幌呂
農村環境改善センターに配置していますので、ご記入のうえ役場住民生
活課までご提出願います。

○注意事項
　本施設にチーズ等の製造指導者は配置しておりません。 
　未経験の方が指導付きでの製造をご希望する場合は、村内チーズサー
クル所属の指導者をご紹介いたします。

施設の概要
１．施 設 名　乳製品加工体験室
２．住　　所　鶴居村幌呂東2丁目21
　　　　　　　番地
３．施設面積　81.85㎡
４．構 造 等　木造一部鉄骨造

　乳製品加工体験室、原材料搬入ス
ペース、搬入ホ－ル、物品庫、更衣
スペース、渡り廊下

５．設 備 類
　１槽シンク、３槽シンク、冷蔵庫、
真空包装機、移動台、ガスコンロ、
ステンレス棚、FF式暖房機、ガス
給湯器、冷暖エアコン他

【問合せ先　役場住民生活課　0154－64－2113】



保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

令和５年度「脳ドック受診者助成事業」募集を開始します！

　村では、今年度も「脳ドック受診者助成事業」の募集を開始します。
　脳血管疾患は日本人の死因の第４位で、多くの方がこの病気により亡くなられております。脳ドック
は脳動脈瘤等、脳血管疾患の有無やリスクを調べることができ、必要な時は治療ができるきっかけとな
ります。ご希望の方は、下記の申込み資格等を確認のうえ、お申込みください。

■申込み資格　

　　　・鶴居村内に住所を有する方
　　　・令和５年度内に４０歳以上になる方
　　　・現在、脳血管疾患で治療中でない方
　　　・ペースメーカーや外科クリップ等体内に金属が入っていない方　　
　　　・国民健康保険及び後期高齢者医療の被保険者については、春の集団健診で特定健康診査等を受
　　　　診した方
　　※加入している健康保険組合において、脳ドック助成制度があり、助成対象となる方は除く。
　　※令和３年・令和４年度に脳ドック事業で助成を受けた方は対象外

■申し込み方法　　保健福祉課健康推進係窓口でお申込み下さい。

（今年度は電話予約ではなく、窓口にて申請を受け付けします）

■受付期間　　

令和５年4月２０日（木）・２１日（金）（定員に達するまで）
午前8：30～午後5時15分

■定員　　　３０名（国保２０名・国保以外１０名）・・・先着順です

《助成事業の内容》
●助成額　　　２０，０００円（自己負担額は１３，０００円。実施機関の窓口でお支払下さい）
●実施機関　　釧路労災病院
●健診内容　　ＭＲＩ(脳画像診断)・ＭＲＡ（脳血管画像診断）・頚動脈エコー・血液検査
　　　　　　　尿検査・心電図
●申し込みから受診までの流れ

■お申込み・お問合せ　役場保健福祉課健康推進係（電話０１５４－６４－２１１６）

病　院 利用者

役　場

③受診予約、受診、自己負担金の支払

④健診結果の報告

④健診結果の報告

⑤助成金の支払

②決定通知書
　助成券交付 ①申込書の提出

令和５年４月号　14



消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第３回 鶴居村防火標語「慣れたころ　油断してると　火の危険」
令和４年度 全国統一防火標語「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

令和５年　春の火災予防運動の実施について
　消防では４月２０日（木）から３０日（日）まで、全道一斉に春の火災予防運動を実施します。これ
からの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。火災の発生を未然に防ぐため、次のことに
ついて注意し火災予防に努めましょう。

※鶴居村でも、毎年のように屋外でのゴミ焼きから火災が発生しています。
　農林業を営むための焼却以外の野焼きは法律で禁止されていますので、屋外でのゴミ焼き・野焼きは
　しないようにしましょう。

全国統一防火標語
『お出かけは

マスク戸締り
火の用心』

住宅用火災警報器の点検を実施しましょう。
　平成２３年から住宅用火災警報器の設置が義務化されています。
　警報器の電池寿命は１０年が目安で、電池切れが原因で警報音が鳴らないこ
とがあります。
　また、警報器本体についても経年劣化や設置場所の環境（ホコリが多い場所など）
により正常に感知しないおそれがあります。万が一の際に作動しないことが無
いように定期的に作動確認をしましょう。
　※電池切れなど正常に作動しない警報器は、本体の交換をしてください。

鶴居村防火標語　　『慣れたころ　油断してると　火の危険』

ご不明な点やご相談がありましたら鶴居消防署（☎６４－２３４４）までご連絡ください。

住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
４つの習慣・６つの対策

≪４つの習慣≫
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○コンセントは定期的に清掃し、不要なプラグは抜く。

≪６つの対策≫
○ストーブやガスこんろは安全装置の付いた機器を使用する。
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を

つくる。
○防火防災訓練へ参加し、地域ぐるみの防火対策を行う。
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議
会
情
報

第
１
回
鶴
居
村
議
会
定
例
会

　

今
定
例
会
は
３
月
８
日
か
ら
10
日
、
13
日

か
ら
14
日
の
会
期
５
日
間
で
開
か
れ
、
議
案

31
件
、
発
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
５
号　

鶴
居
村
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

鶴
居
村
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

鶴
の
居
る
村
寄
附
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

鶴
の
居
る
村
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

鶴
居
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

鶴
居
村
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
議
案
第
12
号　

鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
13
号　

鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

鶴
居
村
幌
呂
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
15
号　

鶴
居
運
動
広
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

鶴
居
村
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
17
号　

鶴
居
村
村
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
増
進
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
18
号　

鶴
居
村
民
広
場
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
19
号　

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
20
号　

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
21
号　

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
22
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
23
～
28
号　

令
和
４
年
度
各
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
29
号　

令
和
５
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
30
～
35
号　

令
和
５
年
度
鶴
居
村
各

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

発
議
案
第
１
号　

鶴
居
村
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

発
議
案
第
２
号　

食
糧
安
全
保
障
を
担
う
持

続
可
能
な
北
海
道
酪
農
畜
産
の
支
援
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
案
第
３
号　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の

助
成
並
び
に
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
案
第
４
号　

知
的
障
が
い
に
対
す
る
国

の
対
応
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

●
問
合
せ
先　

鶴
居
村
議
会
事
務
局

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
５
１
１

採
用
・
募
集

令
和
６
年
度
釧
路
管
内
町
村
職
員

採
用
資
格
試
験
（
大
学
卒
）
の
案
内

●
受
付
期
間　

令
和
５
年
４
月
３
日
㈫
か
ら

同
年
５
月
19
日
㈮
ま
で

（
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
５
月
19
日
付
け
消

印
ま
で
受
付
）

●
第
１
次
試
験
日　

令
和
５
年
７
月
９
日
㈰

●
試
験
会
場　

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル

●
受
験
資
格　

大
卒　

平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方 

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表　

令
和
５
年
７
月

31
日
㈪

●
そ
の
他

・
受
験
の
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
。

・
試
験
日
程
、
試
験
場
所
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

　

釧
路
町
村
会　

　

☎
０
１
５
４

－

43

－

０
６
４
９

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
募
集

　

演
舞
を
み
て
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

大
賞
に
選
ば
れ
て
ほ
し
い
チ
ー
ム
を
選
出
い

た
だ
き
ま
す
。

　

特
別
な
技
術
や
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

６
月
10
日
㈯
９
時
半
か
ら
19
時
、

11
日
㈰
９
時
半
か
ら
21
時
の
中
で
３
か
ら

４
時
間

●
場
所　

札
幌
市
中
央
区 

大
通
公
園
周
辺

●
活
動
内
容　

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

●
定
員　

１
８
０
人
程
度
（
抽
選
）

●
申
込　

４
月
１
日
～
28
日　

Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
郵
送
で
申
し
込
み
下
さ
い

　

※
応
募
用
紙
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可

●
問
合
せ
先

　
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委
員
会

　

☎
０
１
１

－

２
３
１

－

４
３
５
１ 

　

F
A
X 

０
１
１

－

２
３
３

－

４
３
５
１

イ
ベ
ン
ト

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
釧
路
会
議
30
周
年

記
念
事
業

　
「
渡
り
鳥
が
結
ぶ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ひ
が

し
北
海
道
の
姉
妹
湿
地
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

　

釧
路
湿
原
（
日
）
と
ハ
ン
タ
ー
河
口
湿
地

（
豪
）
の
関
係
者
か
ら
、
渡
り
鳥
と
現
在
の

双
方
の
湿
地
保
全
の
取
組
に
つ
い
て
聞
く
対

面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

●
日
時　
５
月
14
日
㈰
13
時
半
か
ら
15
時
半
ま
で

●
対
象　

小
学
生
以
上　

●
定
員　

80
人

●
参
加
費　

無
料

●
開
催
場
所　

釧
路
市
立
博
物
館　

講
堂

　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
可
能
）

●
申
込
先　

U
RL

：https://form
.run/@

ka-shizenhogo-1676943448

●
申
込
期
間　

３
月
31
日
㈮
～
４
月
28
日
㈮

●
問
合
せ
先

　

釧
路
国
際
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
１
５
４

－

32

－

３
１
１
０

人
事
異
動

役
場
人
事
異
動

《
４
月
１
日
付
》（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）

（
括
弧
）内
は
異
動
前
の
課
名
・
職
名

【
総
務
課
】

令和５年４月号　16

みんなの掲示板
人口の動き（前月比）

※令和５年２月末時点
　総人口　　2,483人（－3）
　　男性　　1,237人（±0）
　　女性　　1,246人（－3）
　うち外国人人口
　　　　　　 40人（±0）
　世帯数　1,203世帯（－4）

死亡事故ゼロの日
　2,660日（２月末時点）



▽
課
長
補
佐
兼
課
総
務
係
長　

新
木
康
司（
同

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
情
報
推
進
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長　

池
田
圭
志（
同

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
兼
地
域
防
災
係
長
）

▽
地
域
防
災
係
長
兼
情
報
推
進
係
長　

岩
井

亮
達（
産
業
振
興
課
農
政
係
主
査
兼
林
政
係

（
併
任
）農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
）

【
企
画
財
政
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長　

小
林
弘
昌

（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
）

▽
財
政
係　

渡
邊
優
衣（
住
民
生
活
課
保
険

年
金
係
兼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
）

▽
企
画
調
整
係
兼
む
ら
づ
く
り
推
進
係　

井

上
千
尋（
新
規
採
用
）

【
住
民
生
活
課
】

▽
保
険
年
金
係
兼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係　

清
水

郁
菜（
議
会
事
務
局
庶
務
係（
併
任
）監
査
委

員
事
務
局
書
記
）

【
保
健
福
祉
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
係
長　

小
北

由
紀
子（
同
課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長　

井
上
政
志（
企

画
財
政
課
長
補
佐
企
画
調
整
係
長
）

▽
健
康
推
進
係
長　

中
野
さ
や
か（
同
課
健

康
推
進
係
主
任
保
健
師
）

▽
介
護
保
険
係　

穂
刈
文
耶（
新
規
採
用
）

▽
健
康
推
進
課
係　

宇
治
田
誓
子（
新
規
採
用
）

【
産
業
振
興
課
】

▽
農
政
係
兼
林
政
係（
併
任
）農
業
委
員
会
事

務
局
農
地
係　

堀
尾
郁
希（
企
画
財
政
課
企

画
調
整
係
）

【
建
設
課
】

▽
課
長　

小
北
隆
男（
同
課
長
兼
管
理
係
長
）

▽
管
理
係
長　

吾
妻
祐
史（
同
課
管
理
係
主

査
）

▽
上
下
水
道
係
兼
管
理
係　

本
間
凌
平（
新

規
採
用
）

【
議
会
事
務
局
】

▽
庶
務
係（
併
任
）監
査
委
員
事
務
局
書
記　

粟
崎
春
華（
企
画
財
政
課
財
政
係
）

【
退
職
】

▽
高
橋
昌
也（
建
設
課
上
下
水
道
係
主
査
）

【
再
任
用
】

▽
建
設
課
主
任
専
門
員　

山
本
晴
義

▽
企
画
財
政
課
主
任
専
門
員　

川
村
公
基

▽
教
育
委
員
会
管
理
課
主
任
専
門
員　

高
橋

昌
也

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合

鶴
居
消
防
署
職
員
人
事

【
異
動
・
昇
格
】（
括
弧
）内
は
異
動
前
の
課
名
・
職
名

●
消
防
本
部
所
属

▽
消
防
課
消
防
係　

吉
田
将
也（
鶴
居
消
防

署
予
防
救
急
課
予
防
広
報
係
）

●
鶴
居
消
防
署
所
属

▽
警
防
管
理
課
警
防
係
長　

今
野
智
王（
弟

子
屈
消
防
署
警
防
管
理
課
警
防
係
長
）

▽
予
防
救
急
課
予
防
広
報
係
長　

菅
原
雄
樹

（
警
防
管
理
課
警
防
係
長
）

▽
予
防
救
急
課
救
急
救
助
係
長　

髙
平
将
臣

（
予
防
救
急
課
予
防
広
報
係
長
）

▽
予
防
救
急
課
救
急
救
助
係
主
任
兼
予
防
広

報
係
主
任　

山
下
悟
史（
予
防
救
急
課
救
急

救
助
係
主
任
）

▽
消
防
士
長　

警
防
管
理
課
総
務
係
主
任　

加
藤
大
輝（
消
防
副
士
長　

警
防
管
理
課
総

務
係
）

教
職
員
等
人
事

【
転
任
・
退
任
】（
括
弧
）内
は
新
任
校

《
鶴
居
小
学
校
》

▽
田
中
敏
行
校
長（
釧
路
町
立
富
原
小
学
校
）

▽
相
澤
栄
教
諭（
釧
路
町
立
別
保
小
学
校
）

▽
野
田
哲
史
教
諭（
白
糠
町
立
茶
路
小
学
校
）

▽
駒
谷
朋
美
期
限
付
教
諭（
任
期
満
了
）

▽
雨
ケ
谷 

朱
由
子
養
護
教
諭（
退
職
）

▽
吉
田
笑
利
期
限
付
栄
養
教
諭（
任
期
満
了
）

《
下
幌
呂
小
学
校
》

▽
伊
藤
由
紀
子
教
頭（
釧
路
市
立
青
葉
小
学
校
）

▽
渡
辺
久
美
子
教
諭（
鶴
居
村
立
鶴
居
小
学
校
）

《
鶴
居
中
学
校
》

▽
草
間
千
広
教
頭（
釧
路
市
立
青
陵
中
学
校
）

▽
小
原
芹
奈
期
限
付
教
諭（
鶴
居
村
立
鶴
居
小
学
校
）

《
幌
呂
中
学
校
》

▽
福
田
英
明
校
長（
厚
岸
町
立
真
龍
中
学
校
）

▽
長
谷
泰
昌
教
諭（
在
籍
の
ま
ま
大
学
院
派
遣
）

【
着
任
】（
括
弧
）内
は
前
任
校

《
鶴
居
小
学
校
》

▽
笹
川
義
孝
校
長（
根
室
市
立
歯
舞
学
園
）

▽
阿
部
智
宏
教
諭（
釧
路
市
立
光
陽
小
学
校
）

▽
渡
辺
久
美
子
教
諭（
鶴
居
村
立
下
幌
呂
小
学
校
）

▽
織
田
歩
教
諭（
標
茶
町
立
磯
分
内
小
学
校
）

▽
後
藤
朝
祐
絵
教
諭（
釧
路
町
立
富
原
小
学
校
）

▽
小
原
芹
奈
教
諭（
鶴
居
村
立
鶴
居
中
学
校
）

▽
三
輪
彩
水
養
護
教
諭（
厚
岸
町
立
太
田
中
学
校
）

▽
松
谷
裕
之
栄
養
教
諭（
釧
路
市
立
美
原
小
学
校
）

《
下
幌
呂
小
学
校
》

▽
佐
藤
敬
喜
教
頭（
厚
岸
町
立
真
龍
中
学
校
）

《
鶴
居
中
学
校
》

▽
河
合
香
享
教
頭（
釧
路
市
立
山
花
中
学
校
）

▽
野
村
恵
美
期
限
付
教
諭（
白
糠
町
立
茶
路
小
学
校
）

《
幌
呂
中
学
校
》

▽
秋
山
豊
校
長（
標
茶
町
教
育
委
員
会
指
導
室
長
）

お
知
ら
せ

監
査
委
員
に
つ
い
て

　

本
村
で
代
表
監
査
委

員
を
務
め
る
灰
塚
玲
子

氏
が
令
和
５
年
２
月
21

日
に
開
催
さ
れ
た
第
76

回
定
期
大
会
に
て
北
海

道
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

株
式
会
社
鶴
居
バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー

の
設
立
に
つ
い
て

　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
管
理
や
運
営
、

家
畜
ふ
ん
尿
の
発
酵
過
程
で
発
生
す
る
バ
イ

オ
ガ
ス
を
活
用
し
た
発
電
事
業
、
将
来
的
な

電
力
の
地
産
地
消
な
ど
を
目
的
と
し
た
会
社

を
村
及
び
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
の
共
同

出
資
に
よ
り
設
立
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
設
立
日　

令
和
５
年
２
月
14
日

●
資
本
金　

4
0
0
万
円

●
取
締
役　

大
石　

正
行

　
　
　
　
　

長
尾　

法
明

　
　
　
　
　

折
笠　

文
則

●
監
査
役　

鶴
岡　

智
史

　
　
　
　
　

金
森　

重
彰

17　令和５年４月号

 凍原社３月句（俳句）

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

新
茶
飲
む
幸
せ
気
分
全
開
に

春
め
く
や
サ
ン
ダ
ル
ひ
っ
か
け
お
茶
会
へ

茶
の
旨
味
手
に
持
つ
茶
器
の
温
さ
か
な

起
き
掛
け
の
緑
茶
一
杯
春
の
恋

友
の
意
の
茶
道
に
込
め
て
う
ら
ら
な
り

春
め
く
や
お
洒
落
ひ
と
き
わ
お
茶
の
友



新刊案内 鶴居村図書館だより

紹介されている本は3/29（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……4月の休館日は4/25（火）です。4月の休館日は4/25（火）です。
●貸し出し……	【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
	 （CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

館内利用について
新型コロナウイルス感染予防のため、図書
館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗い
や消毒等のご協力をお願いいたします。ま
た、発熱がある等、体調不良の方はご利用
をお控えいただきますようお願いいたしま
す。

明日も一日きみを見てる 神無島のウラ

かえでちゃんとひみつのノート わたしおねえちゃんになります

ヒートボイス　演奏
　釧路市を拠点に活動する
フォークデュオ、ヒートボ
イスによる「テーマソング」
を収録したアルバム。鶴居
村応援ソング「カラフル」や、
幌呂小学校開校100周年記
念で制作された「幌呂の歌」
など17曲を収録。

あさのあつこ　著
　12歳で離れた故郷の島へ
戻ってきた槇屋深津。20年
前の事件の記憶がよみがえ
り…。大人に傷つけられた
子どもたちと、過去の傷を
抱える若手教師の回復を描
く。

大久保雨咲　作
植田真　絵

　新しい学校になじめない
転校生のかえでちゃんは、
ノートに落書きした「もじゃ
りん」に、学校での出来事
を話しかけていました。そ
して、その「ひみつのノート」
を持ち歩くようになって…。

あいざわふみ　作
　あかちゃんがやってきた
ら、何をしてあげたらいい
のかな。うたちゃんは、い
いことを思いついたらお手
紙で教えて、と森の動物た
ちによびかけました。する
と、楽しみがいっぱいつまっ
たお手紙がうたちゃんのも
とへ届いて…。

角田光代　著
　アクシデントは絶えない
が、猫との暮らしには変わ
らない静けさがあって、そ
れがたまらなく愛おしい-。
飼い猫トトとの暮らしを描
いた、愛情あふれるエッセ
イ集。

田島淳史　監修
　日本の畜産の実情と課題
について、分かりやすく体
系的にまとめた入門書。飼
育・生 産、流 通、消 費、食
の安全、国際情勢、文化な
ど、基礎知識から最新動向
まで、畜産の全てを図と共
に解説する。データを更新
するなどした最新版。

HEAT VOICE ～Theme Song Selection Ⅳ～ 図解　知識ゼロからの畜産入門

令和５年４月号　18



19　令和５年４月号

　２月18日、19日にKODOMO湿地交流つるい委員会の主催で、道北の浜頓別町から来村した小学生
８名と、本村の小学生７名が一緒に自然体験活動をしました。遠く離れた町に住む子ども同士が交流す
る機会はなかなかありませんので、お互いが大いに刺激を受けたようです。

　今回のテーマはオオワシとタンチョウ。浜頓別町では普通に観察できるオオワシですが、つるいっ子
にとってはそれほどなじみがありません。一方、タンチョウについてはまったく逆です。遠くの木にと
まるオオワシを見つけると、つるいっ子の反応は「いたいた！」と興奮気味でしたが、浜頓別町の子ど
もは「あ、いたね」くらいの反応でした。逆に、タンチョウを最初に見つけるのは決まってつるいっ子。
浜頓別町の子どもは「どこどこ？」と慌てて探していました。当たり前と思っていた存在が、他地域の
人にとっては必ずしもそうではないことが感じられたと思います。もちろん、つるいっ子にもタンチョ
ウに関する新発見がたくさんありました。「幼鳥の翼の羽は茶色っぽい」「興奮すると頭の赤が大きくなり、
何かやらかす（けんかなど）」など、たくさんの気づきを話してくれました。改めて、じっくりと観察し
た成果でしょう。

　実は、昨年秋に浜頓別町で発信器を付けたオオワシが道東に移動してきており、道北地方で足環をつ
けたタンチョウが鶴見台に飛来しています。そこで、今回は発信器や足環の装着によりわかったことも
説明しました。発信器のおかげで思わぬ場所にオオワシの良い餌場があるとわかったこと、足環のおか
げで道北地方で子育てをするタンチョウが主に鶴居村で越冬していることなど、たくさんのことがわか
ると実感できたと思います。

　自然体験活動に加えて、両町村の子どもが協
力してゲームやクイズに挑戦する時間を作った
こともあり、子どもたちはわずか２日間（実質
はほぼ１日）ながら、すっかり打ち解けたよう
でした。つるいっ子からは「今度は浜頓別町に
行きたい」といった声も聞かれました。他町村
との交流を兼ねた自然体験活動の真価を目の当
たりにし、同行した大人も大満足の２日間でした。

音　成　邦　仁　

浜頓別町と鶴居村の子ども体験交流会浜頓別町と鶴居村の子ども体験交流会

鶴 居 村 教 育 委 員 会
タンチョウ自然専門員
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今月号の表紙

寄　付

ふるさと納税（２月分）　
313件　3,661,000円

４月のイベント

フェイスブックツイッターインスタグラム ユーチューブ

編集後記
　4月に入り、新たな年度の幕開けですね。４月から新生活を始めた方は新しい環境にドキドキしてい
るのではないでしょうか。とはいえ、４月１日、２日は土日なのでちょっと気持ちが空回りしてしまいます
ね。今月号に掲載した各小中学校の卒業式にお邪魔させていただき、栄えある門出をカメラにおさめる
ことが出来たのと同時に思わずもらい泣きしてしまいそうな場面もあり、「別れ」を象徴する卒業式です
が同時に「旅立ち」であることを改めて実感しました。（F）

日時：４月６日（木）10：00～
鶴居保育園入園式
場所：鶴居保育園
―――――――――――――――――――
日時：４月９日（日）7：00～
北海道知事及び北海道議会議員選挙期日
場所：村内投票場・開票所
―――――――――――――――――――
日時：４月11日（火）
集団健診・がん検診
場所：幌呂農村環境改善センター
―――――――――――――――――――
日時：４月11日（火）10：00～
鶴居村議会議員選挙立候補届出書類事前審査
場所：役場第一・二会議室
―――――――――――――――――――
日時：４月12日（水）
集団健診・がん検診
場所：幌呂農村環境改善センター
―――――――――――――――――――
日時：４月13日（木）
集団健診・がん検診
場所：鶴居村総合センター
―――――――――――――――――――
日時：４月14日（金）
集団健診・がん検診
場所：鶴居村総合センター
―――――――――――――――――――
日時：４月15日（土）
集団健診・がん検診
場所：鶴居村総合センター
―――――――――――――――――――
日時：４月18日（火）
鶴居村議員選挙告示日
場所：役場第一・二会議室
―――――――――――――――――――
日時：４月23日（日）
村議選挙期日

　鶴居小学校の卒業式が終わり、在校生に見送られな

がら学校にお別れをする際の一コマです。

　在校生や先生方からは大きな拍手が送られ、卒業生

はハイタッチや握手で応えました。

　当日は青空が広がり鶴居村の大自然も卒業をお祝い

していました。

地域おこし協力隊の活動はこちらから


